


今、蛇口をひねれば日本中いつでもどこでもあたりまえのように安全な水道水が使え、

明るいくらしを支えています。このビジョンの先にある50年後にもつなげていきます。

経営基盤の強化

人口が減少し料金収入が伸びない中で、効率的な事業運営に努め、かつ、適正な負担

を求めながら経営基盤の強化を図ります。

合併前の旧市町の枠にとらわれず、効率的な施設配置を行うことで、維持管理費を削

減し、長期的な視点でのコスト削減に努めます。

また、技術者の育成を図り、絶え間なく技術を継承していきます。

蛇口をひねれば水が出る、この「あたりまえ」を将来につなげます。

安全で安心な水道水

良質で豊富な水源の確保、原水水質の変化への対応、水質監視・検査態勢の強化等安

全で安心な水道水の供給に努めます。

不安の残る水源や処理方法を解消し、安全性を確保します。

旧市町の枠にとらわれない水運用を行うことで、良質な水源を有効に活用することで

安全性の確保に努めます。

安定した給水

老朽施設の更新とともに耐震化を図り、材質の見直しにより漏水の防止や水圧の確保

を図るため施設の整備を行います。

施設の統廃合によるスケールメリットを活かし、漏水時の断水の影響を最小限に抑制

します。

危機管理を強化し、万が一の場合の迅速な対応を図ります。
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